Nursing practice on Midwifery "Postpartum group guidance"
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項 目 項 目目標 内 容 教 材 時 間 項 目 項 目目標 内 容 教 材 時 間
Ⅰ.導入挨拶Ⅱ理論1.沫浴の必要性2休 準備)部屋新生児の準備 休浴指導を受ける 1.出席者の確認 口頭掛図 (丑退院後のしおりp12②しおり,14 3分25(1 ) 3)蒋婦の準備4物品.休浴 方法 清潔と安全を守った休浴のための母 3)得婦の準備(1)準備の原則 退院後のしおりp12-13実際の物品休浴槽､バスタオル､タオル､防水シーツ､ボール (顔拭き用.かけ湯用)､ (8分)3
姿勢を整える○ま 2.お祝いの言葉 親の身支度が整え (2)準備の種類
た､参加者の気持ちを和ませるo新生児の休浴の必要性を理解し､家 3 へ ねぎらい4 助産婦学生の自己紹介5 集団指導の目的6 予定時間について7 プログラム 説明休浴とは2 新生児期 おける休浴 られるoを行う上で必要な物品とその使用方法を理解し､過不足なく準備きるo汚 やすい部分 ①服装む髪型③アクセサリー､手の爪4 物品 と配置必要物品の種類用途②必要数2 配置庭において実施できるo児 清潔に安全にするため 部屋の準備ついて理解し､適切な環境を整え ことが○行う際 新生児の全身 観察法 つ 具体的 の必要性準備の必要性原則種類)部屋の準備(1)部屋 選択方法2 整備) 準 (観察)観察 必要性部位と 動線を短くする方法1.身体各部の洗い方 湯温計 肌着おむつ .おむつカバー 休浴 トレ (体温計綿棒 コットンベビ オイア コ ル 汚物入れ ベビーブラ 胸当てガ ゼ 晴乳瓶) ポバケツ掛図②
休浴指導カリキュラム案
項 目 項 目目標 内 容 敬 ,材 時 間 項 目 項 目目-標 内 容 教 材 時 間
4.デモンスト 休浴後の処置の必 3.休浴後の処置について 掛図 (3分)52 Ⅲ.まとめ 休浴実施における 4.モデルベビーの紹介 モデルベビー 3分1
要性と方法を理解し､部位に応じた処置が行えるo休浴時の抱き方について理解し､安全に休浴が実施できるo 1)処置の必要性2 方法①麟(彰口腔耳耳④鼻9陰腎部4.休浴 手順説明5 時の抱き方頭を洗う時湯につける時3 かけ湯児 側臥位にする時 @@@休浴リー フレットモデル人形デモスト指導室の 5.新生児の観察1)全身の観察 .検温法2 局所健康状態を判定する6 休浴 .処置の実施実施(タップバス)勝の消毒と乾燥3 外陰部､耳､鼻､髪手入れ4 湯冷まし実施上 重要点の モデルベビーと物品退院後のしおり
(五原則にのっとつ 1.環境調整 重要点を再確認し､それら ふまえ､家庭において安全 確認1)沫浴の必要性と期間2 新生児の観察について p14
レーション た休浴の実際を 1)温湿度について 温湿度計指導者の服装実際の物品 掛図①(参掛図②(丑④


















































































































項 目 項 目目標 内 容 教 材 時 間 項 目 項 目目標 内 容 教 材 時 間
Ⅰ 導入Ⅱ 本論得 婦1.産椿の生理2日常生活)動静拡大課3身体 清潔4栄養 ①和やかな雰囲気を 1.あいさつ 口頭掛け図①しおりp1 3分49 5)性生活3.復古促進法4乳汁分泌 産裾1ケ月間の性生 5.性生活のあり方 しおりp5 3分61つくることができる○②指導の目的と本日の指導概要が理解できる○産裕期 身体の生理 2 助産婦学生の紹介3 指導目的4 予定時間5 の概要説明産裾期とは 活のあり方がわかる○①復古促進の必要性を理解し､具体的な復古促進法の方法が理解できるo(彰 法を毎日 1) 影響2 開始時期復古促進法の必要性着帯の方 と期間排壮 必要性3 産辱体操の意義 掛け図②2④2⑤4リーフレットデモスト(物品b)(釘
的変化と特徴につい 2.身体の変化 掛け図②しおりp1 ①体操の種類 .方法
て理解し､自分自身の体調管理､異常の 1)子宮復古のしくみ2 外陰部の変化 行うことができるo ②体操の進め方
予防と早期発見につなげることができるo(丑産得の生理を踏ま 3)悪露4 乳汁分泌の変化 ①乳汁分泌の機序が 1.乳汁分泌のメカニズム
)腹壁 変化6 体重 減少7 その他の変化日常生活1ケ月間の動静拡 促進法家族計画61ケ月健診 理解できるo②具体的な乳汁分泌促進法がわか丑 ｢家族計画｣ 正しい意味を理解し､家族計画について理解でき o実施のために必要な受胎 促進法全身的管理法精神的安静､十分な睡眠 .休息､栄養 .水 摂取乳房管理
えて産碍 1ケ月の動静拡大の方法が理解でき､自分身体の復古状態に応じて徐々に動静拡大が行えるo②心身 を促すために必要な､産後の1日 過ごし方がわかる○産樽 生理をふまえた巨 的f波潔の必 大について2.1日の過ごし方1)原則日課表の立て3 身体 清潔､虫1 掛け図②③しおりp3 ①十分な授乳②乳頭 .乳輪マッサージSMCの原理と実際1.家族計画の 念と意義2 産樽期 家族計画の立て方3. 受胎調節法) 後の月経周期
フーて ､よ消音′､要性と方法を理解し､感染予防に努め ことができるo得 栄養を適切 椅潔 必 性全身 清潔法局所樽 栄養 ②物品 (物品a) 調節 を し､正し 避妊 が選択できる01ケ月健診 後 避妊健診
に摂取するため､産 1)産裾期の栄養の必要性 しおりp3,4 と受診時期を理解し､ 2.受診時期と方法 掛け図(参
棒期に必要な栄養素や摂取方法について 2)栄養の質と水分摂取3 間食 必要性と取り方 適切な時期に受診で 3.産得期の異常と早期発
生活 ･育児指導カリキュラム案
項 目 項 目目標 内 容 教 材 時 間 項 目 項 目目標 内 容 教 材 時 間
新生児1.新生児の生理 ① ｢新生児期｣につ 1.｢新生児期｣とは 口頭 5分76 4.1ケ月健診5異常症状に ③母乳不足の見分け方､その補い方が 3.母乳不足の見分け方4 5%砂糖水の補い5 晴 瓶､乳首の消毒方法 しおりp109,10 2分35
と特徴2.保育法3栄養 いて理解できるo②適切な保育をするために必要な新生児の生理と特徴について具体的に理 2.健康な児の生理と特徴1)一般状態 (体温､呼吸)泣き方3 体重4 運動 .姿勢5 睡眠 掛け図⑦しおりp67⑧デモスト(物品C) 理解でき､母親の不安を解消することが るo④児-の感染予防
解する○①新生児に適した保育環境 ついて理し､整えることができるo 6)黄痘7 皮膚8 勝部 ため､帽乳瓶を清潔に取り扱うこと と組立方1)必要物品 (物品f)
9)感覚器10 噛乳 ができるo 2)噛乳瓶の消嘩方法3 清潔な租立方 デモスト
ll)尿､便1.室内環境部屋2 保温方法寝床3 衣服 ① 1ケ月健診の必要性と受診時期を理解し､受 することができる○(彰異常の予防 早期 1.健診の必要性2 受 場所､時期3 手続き方法と持参物品早期jg,診が必要な場-A しおりp11母子健康手帳制度の用紙掛け図①を主に､(参～(砂を適宜用いる
②身体各部の清潔の 4 身体の清潔法 りp8 ついて6各種届出Ⅲ まとめ 発見を行うために ′又Flグ ロの異常症状につ て
必要性とその方法A. 1)全身-休浴のすすめ′こし しおりp8 新生児期に起こり 機嫌､体温､呼吸､黄症､
を理解し､実施できるo③新生児の特徴を踏まえ､体位変換の必要性とその方法が分かるo①児が健康に発育するために母乳栄養の利点が理解でき○②自律授乳の意義と方法について理解できるo 2)口腔の手入れ3 爪切りの方法4 膳の手入れ5 陰腎部 手入れ.体位変換必要性と方法1 母乳栄養の利点自律授乳については授 方法 注意点 デモスト(物品d)掛け図(労 e口頭しおりp9図⑤ やすい異常症状について理解できるo①各種届出の必要性と届出方法､その時期について理解し､正確に記入した後､期限内に届け出ることができる○本日の指導 容要点を復習し､知識の確認を行うo②疑問点の 決 曝気 .曜吐､便等1.出生届2 母子健康手帳の活用法3 先天性代謝異常の検査4 神経芽細胞腫 検査5 乳幼児医療費助成制度得婦の健康管理について新 の保育について
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